
   

第２回新潟市中学校陸上競技記録会  
競技注意事項（当日連絡プリント） 

 

１ 競技規則について   

   本競技会は２０２２年（公財）日本陸上競技連盟競技規則及び本記録会要項ならびに競技注意事項に 
よって行う。 

２ 日程について 
（１）  ６：００  陸上競技場駐車場営業開始（本競技会は「無観客」で開催します） 

６：３０  競技場開門（両サイド＋電光掲示下）※スロープの門は開きません。 
  (２） ６：３０～ パートごとの準備をお願いします。各パートの先頭に名前のある方より主任をお願

いします。 
     準備分担・後片付け分担  走幅跳：曽野木・小新 
                  走高跳：山潟・上山 
                  棒高跳：東新潟・新津第一 
                  砲丸・円盤投：下山・坂井輪・葛塚 
                  ハードル・スタブロ：木戸・早通 
                  庶務：両川 
                  記録情報：小須戸 
                  周回：宮浦 
                  風力：白根北 
                  総務：鳥屋野 

※特に朝の競技場準備に先生方の人出が足りません。ご協力をお願いします。 
（３） ７：００  受付開始（参加料の納入＋体調管理チェックシート提出） 

           審判受付開始※弁当を用意します・審判手帳のある方は提出してください 
 （４） ７：４５  競技役員打合せ（第３会議室） → 進行：丸山 
 （５） ８：４０  開始式（アナウンスのみ） 
 （６） ９：００  競技開始 

※競技が終了したところより後片付けに入って下さい 
 （７）１７：３０  競技終了予定 
           各校の使用した場所・スタンドのゴミ拾いを分担して行って下さい。 

３ 練習について 

（１）本競技場を７：１５～８：３０まで開放する。※集団練習は行わない。 
練習は、指定された場所（補助競技場・雨覆いトラック）を使用する。 

 （２）砲丸投、円盤投の練習は行わない。 
 （３）競技中の本競技場はハードル・１００ｍ実施時のみ第2コーナー付近～バックストレート～第3コー 

ナー付近を開放する。 
 （４）リレー練習後、必ず使用したテープをはがすこと。 

４ 招集について 

 （１）招集所は設けない。スタートリストを正面玄関付近に掲示する。 
 （２）招集の方法 
   ①競技者は開始時刻の１５分前(トラック競技)・２０分前(フィールド競技)に各スタート地点または

競技場所にて最終点呼を受ける。その際、出発係にナンバ－カ－ド・腰ナンバーカードの確認を
受ける。本人が他の種目に出場している場合は代理人が受けること。 

   ②当日朝の段階で棄権することがわかっている場合は顧問が総務へ報告すること。それ以降、何らか 
の理由で棄権する場合は本人または代理人が出発係に申し出ること。 

 （３）招集時刻に遅れたものは、当該種目を棄権したものとして処理する。 
  (４）トラック、フィールドの２種目を兼ね、同じ時刻に競技が重なる場合は、トラック競技が優先され 

る。当該種目の競技場所において、担当の競技役員の指示に従うこと。 
 （５）リレ－に出場するチ－ムは、オーダー用紙に必要事項を記入し、１２：００までに総務に提出する。 

５ 競技について  
 （１）トラック競技はすべて写真判定装置で行いタイムレースとする。 
 （２）レ－ンで行うトラック競技においては、欠場者のレ－ンは空ける。 
 （３）短距離種目では、競技者の安全確保のため、フィニッシュライン通過後も自分のレ－ン（曲走路） 

を走ること。 
 （４）男子３０００ｍはグル－プスタ－トで行う。 



 （５）フィ－ルド競技の計測ラインおよびバ－の上げ方は下記の通りとする。なお、当日の状況により変更 

することもある。 
    ●走高跳男子(練習１ｍ３５)１ｍ３５－１ｍ５０…１ｍ７０－１ｍ７３（以後３㎝上げ）    
    ●走高跳女子(練習１ｍ２０)１ｍ２５－１ｍ３０…１ｍ４０－１ｍ４３（以後３㎝上げ） 
    ●走幅跳男子 ４ｍ５０ ●走幅跳女子 ３ｍ５０ 

●砲丸投男子 ５ｍ００ ●砲丸投女子 ６ｍ００ 
●四種高男子(練習１ｍ３０)１ｍ３５－１ｍ４０…１ｍ７０－１ｍ７３（以後３㎝上げ） 
●四種高女子(練習１ｍ１０)１ｍ１５－１ｍ２０…１ｍ４０－１ｍ４３（以後３㎝上げ） 

 （６）投てき種目の順位は、計測された数値のみをもって決定する。 
 （７）円盤投はサブ競技場で実施する。 
（８）跳躍競技者は、助走路の外側（走高跳は助走路内）にマ－カ－を２個まで置くことができる。競技 

が終わったら各自で撤去すること。 
 （９）走幅跳、砲丸投、円盤投はトップ８を実施する。 

６ アスリートビブス（旧ナンバーカード）について 

 （１）競技者は、ユニホ－ムの胸と背に必ず「アスリートビブス」をつける。ただし、跳躍競技の選手は
胸または背だけでもよい。 

 （２）トラック競技においては、写真判定用の腰ナンバ－カ－ドを進行方向に対して右側腰やや後方に四 
隅決着する。 
※８００ｍ以上の種目は腰ナンバーカードを出発係から受け取り、所定の位置につける。 
 なお、シール方式であるが各自安全ピンの準備をし、２か所留めること。 

７ 競技用具について  
   競技に使用する用具は、会場備え付けのものを使う。ただし、棒高跳のポールは各自で用意する。 
   ※男女リレーのバトンは、各校のバトンを使用する。（第１走者が持ってくること） 

８ 競技場への入退場について 

（１） 場内は、コロナウイルス感染拡大防止のため競技役員（顧問）・選手・補助役員生徒以外立ち入
り禁止とする。 

（２） 入退場については、競技役員（顧問）は正面玄関から。選手は第１ゲート（フィニッシュ後方）
および電光掲示下のみとします。 

 （３）トラック競技に参加する競技者は、フィニッシュ後第１コーナー～第２コーナー～バックストレー 
ト８レーン外側を通りスタート地点へ戻る。走幅跳・棒高跳の競技中はバックストレート走路上を 
通行すること。役員・補助員生徒以外は、本部前に立ち入ることはできない。 

９ 表彰について 

  賞状はありません。表彰も行いません。 

連絡事項 
 １ 競技以外の時は、マスクの着用を徹底すること。 
２ 貴重品は必ず各校顧問の先生に預けること。 

 ３ スパイクでスタンド内に立ち入ることはできない。トイレはきれいに使用すること。 
 ４ 各校でゴミ袋を持参し、ゴミは必ず持ち帰ること。 
 ５ 競技場付近の生徒の自動販売機は利用しないこと。 
 ６ 芝生に立ち入らないこと。 
 ７ 競技中に起きたケガについて応急手当は行うが、その後の手当については責任を負わない。 
 
＜今年度の記録会について＞ 
  新型コロナウイルス感染防止の観点から、今年度も以下のことを各校で考えてみてください。 
１ 選手は競技時間に合わせて集合する。 

 ２ 競技が終了した選手から帰宅させる。 


